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＜タマネギ栽培のコツ＞  

◆追肥 

 〈極早生・早生〉 １回目は１２月下旬～１月上旬、止め肥えは２月上旬。 

 〈中生・中晩生〉 １回目は1月上旬、２回目は2月上旬、止め肥えは3月上旬。 

 貯蔵性を高めるには多肥、遅肥を避けます。既に、大株ではトウ立ちが増える可能性が

ありますので追肥量は控えましょう。玉ねぎの根は、根系が浅いので乾燥に弱く、水不足

では球の肥大が悪くなります。また雑草にも弱いので、除草は早期に行います（マルチ栽

培を推奨）。 

１０㎡(約３坪)当りの追肥量(例) 

  千両配合（またはエコ用トップ）１．２ｋｇを２～３回に分ける。 

◆病害虫防除 

 10～12月頃に苗床や定植した畑で感染し、翌年の2～3月頃を中心に発病する株がべと病

の一次感染株となり、健全株に比べて草丈が低く、葉が湾曲し黄色っぽくなるのが特徴で

す。また、2～3月頃に感染し、その約2週間後から発病するのが二次感染株で、葉の一部

が小判型に黄白色化します。その後、条件が整うと感染と発病を繰り返し、4～5月にかけ

て多発する傾向にあります。月の平均最低気温が高い場合は病勢が進展しやすいので要注

意です。本年は例年より気温が高いので十分な対策が必要です。 

べと病 

◆有効な取扱農薬 

 症状が発生する前の防除としては、ジマンダイセン水和剤（４００～６００倍/収穫３日前

まで/５回以内）やダコニール1000（１０００倍/収穫７日前まで/６回以内）が有効です。

もし症状が発生したら、プロポーズ顆粒水和剤（１０００倍/収穫７日前まで/３回以内）な

どを散布します。 

 防除のポイントとしては排水良好な圃場で栽培を行います。育苗期の後半は、葉身の繁茂

によって湿度が高まり、感染しやすくなるので潅水量を加減するとともに、初発生には十分

な注意をはらいます。育苗中に発生を確認した場合は、直ちに病苗を抜取り除去し、薬剤散

布を1～2回行います。 

一次感染し葉が湾曲した株 二次感染し、葉の一部が黄白色化 


